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危機管理防災教育科・消防団活性化推進コース
（行政職員）における教育訓練

　消防大学校では、消防団の加入促進や教育訓練等充実
強化業務に携わる担当者に対し、その業務に必要な実務
的な知識及び能力を習得させることを目的として「危機
管理防災教育科・消防団活性化推進コース」を実施して
います。
　本コースは、行政職員向けの５日間コースと消防団員
向けの３日間コースと２種類があり、今回は「行政職員
向け」で９月12日（月）から９月16日（金）までの５
日間で実施し、30名の受講生が無事その課程を修了し
ました。受講者の特徴として、消防職員と行政職員が混
在することで、それぞれの視点から活発な意見交換が行
われました。

　研修は、消防庁地域防災室からの消防団を中核とした
地域防災力の充実強化に関する講義をはじめ、先進的取
組み加入促進や消防団活動を活性化させる常備消防の取
組み、教育訓練の改善など地域実情を踏まえた取組みに
ついて、各講師とも熱意ある講義を行っていただきまし
た。
　特に消防団と地域防災の講義では、「地域防災とは何
か。減災とは何か。」を基礎から理解するとともに、災
害図上訓練（DIG訓練）では、消防大学校周辺の住宅街
を受講生達が自ら歩き、町の中に潜むを抽出し、班別に
話し合い情報共有するなど、その訓練技法の習得を行い
ました。

　また、今年度から安全管理の講義の中に、危険に対す
る感受性を鋭くさせ、現場活動中の集中力及び実践への
意欲を高めることを目的に、消防団危険予知訓練
（S-KYT）を新たに加えました。受講生は、４ラウンド
法の訓練を通じながら「現状把握」「本質追求」「対策樹
立」「目標設定」と自らが実体験したことで、公務災害
防止に向けた教育方法の習得に努めました。

　課題研究では、「加入促進」「処遇改善」「装備改善」「教
育訓練」の4つのテーマから取組み状況や課題等を班ご
とにグループワークを通して、それぞれの見地から研究

と検討を重ねまし
た。
　発表では、地域
防災室消防団専門
官を講評者に迎
え、受講生から活
発な発表が行わ
れ、共通する課題
を情報共有するこ
とができ、課題解
決の糸口になると
の声もありまし
た。

　研修を終えた学
生からは、「コロ
ナ禍ではあったも
のの共通の課題を
抱えた全国各地か
ら集結した受講生
との実直な意見交
換は、非常に有意
義であった。」と
の数多くの意見が
寄せられ、充実し
た研修であったも
のと思われます。

　今後は、消防大学校で習得した知識・訓練技法、受講
生のネットワークを用いながら、公助の力を存分に発揮
し、地元消防団の発展のために活躍されることを期待し
ています。

図上訓練（DIG訓練）

災害図上訓練における危険箇所の抽出

消防団危険予知訓練（S-KYT）

問合わせ先
　消防大学校教務部
　TEL: 0422-46-1712
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問合わせ先
　消防大学校調査研究部
　TEL: 0422-46-1713

　消防大学校では、消防本部等における消防防災体制の
強化のための知識・技術の向上に資するために、「消防研
修」を昭和40年（1965年）10月に創刊、毎年１回（令
和３年度までは毎年２回）発行し、都道府県、消防学校、
消防本部等に配布しています。

　消防研修第112号では、「組織づくり」をテーマに特集
しました。
　近年、気候変動の影響により多様化・激甚化・頻発化
する風水害や、切迫する大規模地震・津波災害、火山災
害等に備えるため、時代の変化と国民の生命・財産を守
る消防の果たす役割は益々増大しています。

　こうした複雑多様化する災害や変化していく社会の

ニーズに消防が応えていくためには、組織力を変化させ
ながら強化していく必要があります。
　組織力の強化には、職員が一丸となって組織をつくり
あげるような文化や風土の醸成、幹部職員のリーダーシッ
プ、女性職員の活躍推進、ハラスメント対策、広域化に
よる体制の強化等、様々な要素が考えられます。

　そこで、今回の消防研修では、組織マネジメント・風
土づくり、リーダーシップ、人材育成、消防の広域化に
ついて、専門家による解説や各消防本部が取り組んだ
様々な事例を掲載いたしました。

　消防研修最新号は、消防大学校ホームページにも掲載
しています。

消防研修第112号（特集：組織づくり）の発行

●巻頭言 
　消防業務に必要となる組織力について
　消防庁総務課長　門前　浩司 

●THE IWAKI WAY　－組織づくりとリーダーシップ－
　(株)いわきスポーツクラブ　代表取締役　大倉　　智 

●消防業界に明るい未来はあるんか？（警告）
　(株)タフ・ジャパン　代表取締役　鎌田　修広

●組織文化の構築に向けたリーダーの役割
　関東学院大学社会学部　教授　細田　　聡 

●「消防組織マネジメント」　～「意識と能力」が高く、「自
　信と責任」を持った消防職員の育成と地域市民の「信頼と
　期待」に応える消防組織の構築に向けて～
　一般社団法人日本防災教育訓練センター
　代表理事　サニーカミヤ

●「Ｋ２プロジェクト」～組織改革への挑戦～
　山形市消防本部総務課

●消防人に求められるリーダーシップ
　減災研究室　ラボラトリー・フィードバック
　代表　永山　政広

●「リーダーとして」～自ら考え行動する組織作り～
　元渋川広域消防本部消防長　青山　省三

●第３次消防本部人材育成計画による組織力強化について
　会津若松地方広域市町村圏整備組合消防本部総務課
　佐藤　　基

●職員倫理から見えた活気あふれる職場の形成と組織力向上
　を目指した人材育成の取組について
　知多中部広域事務組合消防本部総務課人事企画担当
　千葉　亮介

●消防広域化後の取組について
　埼玉西部消防局企画総務部企画財政課長　黒沢　知邦

●熊本市消防局における広域化と組織づくりについて
　熊本市消防局総務部総務課　村田　慎一郎

消防研修第112号（特集：組織づくり）の主な掲載内容


